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特
定
社
会
保
険
労
務
士 

糟
谷
芳
孝

特 集

会社と従業員の間で守るべきルールを明文
化した文書が就業規則です。就業規則があ
ることで従業員は安心して働けますし、
会社も不要なトラブルを回避するこ
とができます。いわば「職場のルー
ルブック」ともいえるのが就業規
則ですが、その一方で市販のモ
デル就業規則やネットからダ
ウンロードしたひな形を流
用している会社も少なから
ずあるようです。しかし、こ
うした自社の実情を反映
していない就業規則は思
わぬ労務トラブルを招き
かねません。今月の特集で
は、トラブルを回避し、会
社を守るための就業規則
の見直しポイントを徹底解
説します。

つ
く
り
方

見
直
し
ポ
イ
ン
ト

教
え
ま
す

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
に

こ
れ
だ
け
は
押
さ
え
て
お
こ
う
!!

「
会
社
を
守
る
就
業
規
則

就
業
規
則
」の
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就
業
規
則
と
は
、
企
業
が
従
業
員
の
労
働

条
件
や
職
場
内
の
規
律
な
ど
を
定
め
た
規
則

集
で
、
い
わ
ば
「
職
場
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」

と
も
い
え
る
も
の
で
す
。
こ
の
規
則
は
、
労

働
基
準
法
と
い
う
法
律
に
基
づ
い
て
作
成
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
労
働
基
準
法
に
は
、
就

業
規
則
の
内
容
に
関
す
る
こ
と
や
、
手
続
き

に
関
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
１
で
は
、
労
働
基
準
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
就
業
規
則
の
内
容
や
手
続

き
な
ど
、
基
本
的
事
項
を
確
認
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

就
業
規
則
に
記
載
す
べ
き
内
容

　
労
働
基
準
法
に
は
、
就
業
規
則
に
必
ず
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
絶
対
的
必
要
記

載
事
項
」
と
、
企
業
で
制
度
を
設
け
る
場
合

に
は
、
就
業
規
則
に
必
ず
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
「
相
対
的
必
要
記
載
事
項
」
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
絶
対
的
必
要
記
載
事

項
」
に
は
、
労
働
条
件
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

で
あ
る
、
労
働
時
間
、
休
日
・
休
暇
、
賃
金
、

退
職
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。
一
方
、「
相
対

的
必
要
記
載
事
項
」
に
は
、
そ
の
制
度
を
設

け
る
か
ど
う
か
企
業
の
自
由
と
さ
れ
て
い
る
、

退
職
金
の
支
給
条
件
や
計
算
方
法
、
賞
与
、

懲
戒
処
分
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　「
絶
対
的
必
要
記
載
事
項
」
と
「
相
対
的

必
要
記
載
事
項
」
は
労
働
基
準
法
で
定
め
ら

れ
た
も
の
で
、
就
業
規
則
に
必
ず
記
載
が
必

要
な
事
項
で
す
の
で
、
記
載
漏
れ
に
は
く
れ

ぐ
れ
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
仮
に

必
要
記
載
事
項
を
欠
く
就
業
規
則
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
就
業
規
則
全
体
が
無
効
に
な
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
記
載
す
る
必
要

が
あ
る
の
に
記
載
を
欠
い
て
い
る
場
合
に
は
、

法
律
違
反
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
就
業
規
則
に
記
載
す
る
内
容
に
は
、

「
絶
対
的
必
要
記
載
事
項
」
と
「
相
対
的
必

要
記
載
事
項
」以
外
に
、「
任
意
的
記
載
事
項
」

が
あ
り
ま
す
。「
任
意
的
記
載
事
項
」
は
、

企
業
側
が
任
意
に
記
載
し
得
る
事
項
、
つ
ま

り
、
制
度
を
設
け
る
か
ど
う
か
は
も
ち
ろ
ん
、

制
度
の
内
容
を
就
業
規
則
に
記
載
す
る
か
ど

う
か
も
企
業
の
自
由
と
い
う
も
の
で
す
。「
任

意
的
記
載
事
項
」
の
例
と
し
て
は
、
就
業
規

則
の
趣
旨
や
目
的
に
関
す
る
規
定
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

＃01

ま
ず
は
就
業
規
則
の

基
本
の
「
キ
」
を
お
さ
ら
い
し
て
お
こ
う


